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マコナ・ ヒゲママコナ、 ビメヤナギ、 エ ヒメアヤメ等満鮮分子 を多数に包含 す。

肥後南部亜小匿 は肥後南部、 天草全島、 長崎縣南東部 を包含 す る区域 にして支那

中部要素を多分に有 するを特徴 こす。代表的植物 はチクシムレスズメ、 チヤ ンチ ン

モ ドキ、 アイラ トビカヅラ、 ツク シカイ ドウ、 ギン毛クセイ、 クマガハ リンダ ウ、

カラクずハギ、チクシガヤ(筑 豊亜小区にもあ り)、 ウスユ キクチナシグサ等 にして

九州以外内地に於ては未襲見の種類な りひ

屋久種子亜小区は タカネゴヨウ、クマガハ リンダ ウの如 き支那中部要素 を有す る

も固有種極めて多 く一亜小区 として区分 す るを適當 と考ふ。

封馬亜小区 は場合に よ うては 筑豊亜小区 と一括 して考ふ ることを得 るも浦鮮分子

を更 に多数有 す るを以 て∴亜小区 と見倣 しても可な らん(九 州の植物地理學的位置 に

關す る詳細は他 の機會に登表 す る豫定な う)。

以 上 よう本演習林 を考察 するときは 日本海側九州 小区中の筑豊亜小区 に属 するを

知 る。

(三)演 習林の森林植生概説並に主要森林群叢

演習林 は 七團地 に分 か れ散在 す るを以 て各 團地 に よ うて植生 に著 し き相違 あ り。

殊 に地 質 の相違 に よる差 異 には 相當著 し きもの あ る鴬 以 て以下 各團地 に就 きて 森林

植 生 の概 況 を述 べん 。

新 建 團 地

本 團地 は比較 的永 く人爲 的掩齪 を蒙 らざ りし爲 本 演習 林 中最 も進 行 し 梢 々極 盛 相

に近 き観 あ り。 谷 間 は水分 、 光線 關 係 良好 な る爲、林 床植 物 の登 達 は極 め て良 好 に

してオ ホ バノハ チ ジヤ ウ シダ、 ク マ ワラ ビ、 ヰノ デ、 カタ ヰ ノデ、 シ ロヤ マ シダ 、

オ ホ ヒメ ワラ ビ、 シケ シタ㍉ ヒカゲ ワ ラビ、 オホ バノヰ ノモ トサ ウ、 ク リハ ラン、

バ カタ シタ㍉ ミゾ シタ㍉'フ 毛 トシタ㌔ ヤブ ソテ ツ、 シ ラガ シダ、 タニ イヌ ワラ ビ、

ヤ マイ ヌ ワラ ビ、 ホソバ"カナ ワラ ゼ、 シケチ シタ㍉ キヨタ キ シタ㍉ イハ ガ ネぜ ソマ

1、 イハ、ヘ ゴ等 の羊 歯類 最 も多 く之等 の 間 には ヒメウ2・バ ミサ ウ、 ダ ィ コ ンサ ウ、
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ミ ヅ タ ビ ラ コ、 ヤ マ トキ ホ 『 リ、 チ ヤ ルγメルレサ ウ、 ミヅ ヒ キ、 シ ン ミヅ ヒ キ、 ヌ マ
●

ダ イ コ ン、 ミヅタ マサ ウ、 ヌス ゼ トハ ギ、 ツ リ フネサ ウ、 ハ、ナ タデ、ハ シカグサ、

オ ホバ チ ドメグ サ、 毛 ミヂガ サ、 ヒメバ ライチゴ、 キ ミヅ、 オ ホサ ンヤ ウサ ウ、 ハ、

ダ カホ ホヅ キ、 ヰ ノコヅチ、ハ グ ロサ ウ、 ボ ロギク、 カ ン トリサ ウ、 アシボ ソ、 サ

サ ガ ヤ等 の梢 々好 蔭性 の植 物 密 生 し之等 の 上部 には ニハ トコ、 ゴマ キ、 コヤ ブデマ

リ、 ウ ツギ等散 生 し更 に之等 の上 方 には カ ラスザ ンセ ウ、 エノ キ、 ムクノ キ、 ミヅ

キ、 ク マル ミヅ キ、 チ シヤ ノ キ、 ア ヲガ シ等 殆 ん ど落葉 喬 木優 勢 を示 す。 之等 の樹

幹 には アケ ビ、 ミツバ アケ ビ、 ムベ 、 ボ タ ンヅルン、 ツルレカ ウソ㍉ ク ズ、 ヤマ フヂ、

キ ジ ヨラ ン、 カギ カヅ ラ、 マタ タ ビ、 オ ホ ツヅ ラフヂ、 ア ヲツヅ ラフヂ、 サ シカク

ヅルレ、 ウラジ ロマタ タ ビ、 カ ラス ウ リ、 毛 ミヂカ ラス ウ リ等 の蔓 性植 物纒 続 す。

之等谷 間 よ り梢 々上方 に進 め ば上記草 本 類 、 落 葉樹、 蔓 性植物 は漸 衣 戚少 し上木

は アラカ シ、 コナ ラ、 シ ロダ モ、 ヤブ ニク ケ イ、 ノグルレミ、 エ ノ キ、 イ ロハ モ ミヂ

等 多 く上 記落 葉喬 木 竜尚 相 當混生 すO下 木 こ しては ア ヲキ最 も多 くヒサ カキ、 ヤ ブ
○

ムラサ キ・ イヅセ ン リヤ ウガ ネズ ミモ チ、 コ マユ ミ等 も相 當 多 く、 之等 の下 部 には

ヤ ブカ ウジ、 フユ イ チゴ、 ホ ソバ カナ ワラ ビ等散 生 す るに過 ぎず 。 更 に四百 米一 五

百米 附近 に到 れ ば林 縁 谷間 以外 に は林 床植物 少 くホ ソバ カ ナ ワラ ビ、 フユ イチ ゴ、

キ ツカ ウハ グマ、 シバ・イス ミレ、 ツルンニ ガクサ等 散生 す るに過 ぎず 、 上木 に は ウ ラ

ジ ロガシ、 アカ ガ シ、 コナ ラ・ アラカ シ等 の カ シ類 の 外 イ ヌ シデ、 アカ シデ等多 く

之等 の 間 には シロダ モ、 ヤブニ ク ケイ、 シナ ノガ キ、 イイギ リ、 カナク ギ ノキ、 ヵ

ゴ ノキ・ タブ・ コ ジ ヒ・ クマ ノ ミグ キ・ アイグ ロマ ツ等混生 し・ 之 等 の下部 には ツ

バ キ、 シキ ミ、 ヒサ カ キ多 く・ネ ヅ ミモ チ、 カ マッカ、 リヨウブ、 モ チノ キ等 之等 に

亜 ぐ。 峯通 り附 近'tこは イタ ヤメ イゲ ッ、 ツ リバ ナ、ア ヲハ ダ、 ヤマヵ ウバ シ、アカ

シ六 ウ ラジ ロノ キ・ アカガ シ・ ユ ヅ リハ㍉ アサダ・ シラ キ等 の温 帯下部 に見 る植

物 現 はれ、 之 等 の下 部 には ツルンシキ ミ多 くヤマヂ ノ ホ ト トギス、 ノ ゴンギ ク、 シバ・

イス ミレ等 も散生 す。

荒 卒 隅 地

荒平團地は古生層よりなり傾斜急なり。 上牛部は杉の造林地にして下半部は常緑
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潤 葉 樹 林 よ りな うシ ロダ 毛、 ヤ ブ ニ ク ケ イ、 シ ラ カ シ、 ウ ラ ジ ロ ガ シ、 ア ラカ シ、

イ ス 、 ク ス、 リ ンボ ク 、 ヒメ ユ ズ リハ 、 タ ブ、 イ ヌ ガ シ、 ゴ ンズ ヰ、 タ イ ミ ンタ チ

バ ナ 、 ネ ズ ミ毛 チ等 の 常 緑 樹 多 く、 之 等 の 間 に は エ ノ キ、 コバ ノ テ ウ セ ンエ ノ キ、

ハマ ク サ ギ、 チ シヤ ノ キ、 エ ゴ ノ キ 、 ニ ガ キ、 ノ グ ルン ミ・ コ ナ ラ、 ム ク ノ キ等 の 落

葉 樹 を混 生 す 。 之 等 の 樹 幹 に は カ ギ カ ヅ ラ・ ナ シカ ヅ ラ・ ホ ウ ラ ィ カ ヅ ラ・ テ ィ ガ

カヅ ラ、 キ ジ ヨ ラ ン、 イ タ ビカ ヅ ラ、 テ リハ ノ ブ ドウ、 ヤ マ フ ヂ、 オ ホ ツ ヅ ラ フヂ ・

ア ヲ ツ ヅ ラ フヂ 、 ツルレウ メモ ド キ、 ツ〃 力 二ウ ゾ、 ヤ マ イ バ ラ・ ボ タ ン ヅル 、 エ ビヅ

ルン等 の蔓 性 植 物 纒 続 し旺 盛 な る繁 茂 を示 す 。 谷 間 の 部 分 に は 林 床 植 物 の登 達 よ く ク

マ ワ ラ ピ 、 ナ ガ バ ヤ ブ ソテ ツ、 シ ケ シダ 、 イハ ガ ネ ぜ ン マ イ、 ヰ ノ デ ・ ク リハ'ラ ン、

イハ ヘ ゴ 、 ホ シダ 、 ミゾ シ グ、 イブ キ シタ㍉ ホ ソバ カ ナ ワ ラ ピ等 の 羊 歯 類 の 外 ア リ

ドウ シ、 シ ラ ス ゲ、 ア ヲ キ、 ヤ マ ム グ ラ、 ジ ヤ ぐ ヒ ゲ、 サ ツ マ イ ナ モ リ、 ダ イ リ ン

ア フ ヒ、 ヒ メ ヤ ブ ラ ン、 キ チ ジ ヨ ウサ ウ、 フユ イ チ ゴ、 オ ホバ ノ チ ド メグ サ、 ヒ ロ

パ テ ン ナ ン セ ウ、 サ ツ マ ス ゲ、 イ ヅ セ ン リヤ ウ、 ヰ ノ コ ヅ チ、 オ ホ サ ン セ ウ サ ウ、

シ ン ミヅ ヒキ、 ミヅ ヒキ、 オ ホバ チ ドメグ サ、 ヤブカ ウジ等 多 し。 杉 造林地 内 には

ツヤナ シヰ ノデ、 クマ ワラ ビ、 シラ ガシダ、 ヤ ブ ソテ ツ、 コサ サク サ、 ヒロバ・テ ン

ナ ンセ ウ、 チヂ ミザ サ、 コチヂ ミザ サ、 ミヅタ マサ ウ、 ア キノタ ム ラサウ、 ハ ダ カ

ホホ ヅキ、 フユ イ チゴ、 キヱ ビネ・ エ ビネ、 ヌス ビ ト・・ギ等 の草本 類 多 し。

大 倉 團 地

大 倉 團地 は大倉、御 手 洗水 の二 つに分 かれ 、大 倉 は クロマ ツを上木 とし下 部 は杢部

杉 の造林 地 に して 固有 の林 相 を見 る こご難 けれ ど も 林床植 物 は新建 團地 に極 め て近

イ以し アブ キ、 マルレミノヤ マ ゴバ ウ、 ヤ マホ ホヅ キ、ハ ダ カホ ホヅ キ、 マ ツカ ぜサ ウ、

毛 ミヂガ サ、 オモ ト、 シ ラガ シダ、 キヱ ビネ、 エ ビネ等 の好 蔭性 の植物 多 く、本 團

地 の林相 は伐 採 前 迄 は植生 鍵移 上 相當進 行 せ し群 落 な うしを窺知 す るに難 か らず 。

御 手洗 水 の森 林 は 之 迄数 回火災 に罹 りた る 關係上植 生鍵 移 上 より見 う ときは初期

に属 し峯 通 うの梢 々乾燥 す る箇 所 には往 々岩石露 出 し ア イグ ロマ ツー コシダ 群 叢散

在 し、 アイグ ロマ ツ最 も多 く、 ヤ マ毛 モぢ ネ ヅ ミサ シ、 ク ロキ、 ネヂ キ、 シヤシ ヤ

ンポ、 リヨウブ、 コバ ノ トネ リコ等 之 に亜 ぎ、 イ ヌ ツ ゲ、 ソ ヨ ゴ、 ヤマ'ツツ ジ、
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イ ヌ ザ ン セ ゥ、 カ ン コ ノ キ等 も 散 生 す 。 之 等 の 下 部 に は コ シダ 最 も多 く・ ウ ラ

ジ ロ、 イ トス ズ メガ ヤ、 ス 、キ、 イ ガ ク サ、 リ ンダ ウ、 キ キ ヤ ウ、 ヤ マ ジ ノ ギ ク 、

トダ シバ 、 ア ヲ メ カルンカ ヤ、 ヲ カ ルレカ ヤ、 モ ロ コ シ ガ ヤ、 ヲ ミナ ヘ シ、 ヲ トコヘ シ、

イ トハ ナ ビテ ン ツ キ 、 ノ グ サ 等 の草 本 多 く往 々ハ ナ ゴ ケ の 類 を混 生 せ る所 あ り。 之

等 峯 通6の 部 分 を除 け ば 殆 ん ど杢 部 ア イ グ ロ マ ッー ウ ラ ジ ロ群 叢 に 厨 し、 三 、 四 十

年 内 外 の松 の 上 木 最 も優 勢 に し て 之 等 の 間 又 は 下 部 に は シ ロダ モ、 ヤブ ニ ク ケ イ、

ツバ キ、 シ リブ カ ガ シ、 ウ ラ ジ ロノ キ、 アハ ブ キ、 コナ ラ、 ホルレ トノ キ、 ニ ガ キ、

ク ス ル キ、 エ ゴ ノ キ、 ネ ズ ミ毛 チ、 タ イ ミ ンタ チバ ナ、 ア ラカ シ、 リ ヨ ウ フ㍉ タ ブ、

ナ ・メ ノ キ等 生 育 し林 床 に は チ ヂ ミザ サ、 キ ツカ ウハ、グ マ、 ミヅ ヒ キ 、 シ バ・イ ス ミ

レ、 ホ ソバ カナ ワ ラ ピ、 オ ホ カ グ マ、 イ チ ヤ ク サ ウ等 散 生 し、 谷 間 に て は ア ヲ キ、

ミヅ ヒ キ、 ヶ ヤ キ、 イ ヅ セ ン リャ ゥ、 ム ク ノ キ、 カ ラス ザ ン セ ウ等 の発生 せ る箇 所
'

あ り。 ・

上 ノ山團地

上 ル山 團地 は古生 層 に属 し、 蛇 紋岩 、緑 泥 片岩 よ うな う、 林齢 三十 年 内外 の アイ

グ ロマ ツの造林 地 に して現 今 は大 部分 アイグ ロマ ツー ウ ラジ ロ群 叢 に属 し、 東側 境

界 附近 には アイグ ロ マツー コシダ群 叢現 はれ ネヅ ミサ シ、 タイ ミンタチバ ナ、 コバ

ノテ ウ センエ ノ キ、 ク ロキ、 ネヂ キ、 シ ヤ'シャ ンボ等 の木 本植物 混生 す。

飯 盛 團 地'・

本 團地 も古 生 層 に属 し、 現今 殆 ん ど全部 ス ギ、 ヒノ キ、 マ ツの造林地 と化 せ るを

以 て固有 の林 相 を知 るは困 難 な る竜林床 植物 よ う推 察せ ぱ大 略上 ノ 山に近 きが 如 し。

鬼ケ 浦團 地.'

本 團地 は殆 ん ど全部 第三紀 層 に馬 し、 全 部 アイグ ロマ ツの天 然林 ような う下部 に

は ウ ラジ ロ優 勢 に して所 謂 アイグ ロマ ツー ウ ラジ ロ群 叢 に属 す。 然 れ ど も丘 陵状 地

の鞍 部 に は アイ グ ・マ ツー コシダ群叢発生 し 上 木 には アイグ ロマ ツ最 も多 く之 等 の

間 には シヤ シヤンポ、 ネヂ キ、 ヤ マモ ・、 ネ ヅ ミサ シ、 ク ロキ、 イヌ ツゲ、 ク ロガ

ネ毛 チ、 ク チ ナ シ、 ナ ツハ ぜ、 コナ ラ、 リヨウブ等散生 し林 床 には コシダ最 竜多 く
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トダ シバ㍉ ヲカ ルレカ ヤ、 メ カルンカ ヤ、 毛 ロ コ シ ガ ヤ、 ス 、キ、 ア リノ タ ウ グ サ 、 キ キ

ヤ ウ、 ヲ ミナ ヘ シ、 ワ ラ ビ、 ア キ ノ キ リン サ ウ等 の 陽 性 の草 本 類 散 生 す る に過 ぎず 。

生 ケ 谷 團 地 ・
〆

本 團地 は大 部分 ア イグ ロマ ツー ウ ラジ ロ群叢 な るも 西部 境界 の峯 通 り附近 に は ア

イグ ・マ ツー コ シ癖 叢現 はれ ネヅ ミサ シ、ク ・キ、 ネヂ キ、 シヤシ ヤ ン眺 ナ ツ

ハぜ、 ヤ マモ モ等 の木本 を混 す 。 谷 間 には往 々 アイグ ロマ ッの 下部 に ゴ キダ ケ、 メ

ダ ヶ群生 せ る所 あ り。・

演 習林 内に於 け る主な る森林群 叢

演習 林 内 に於 け る森 林群 叢 を大 約 次 の四群 叢 に区別 し得 るが 如 し。

Lア イ グ ロマ ツー ウ ラ ジロ群 叢

2.ア イ グ ロマ ツー コシダ群 叢

3.コ ナ ラ、 アラカ シー ア ヲ キ、 ホ ソバ カ ナ フ ラビ群 叢

コナ ラ、 ア ラ カ シ

ウ ラ ジ ロ ガ シ

ノ グ ルン ミ、 イ ヌ シデ

フユ イ チ ゴ

ホ ソバ"カ ナ ワ ラ ビ

群叢

Lア イ グ ロマ ツー ウ ラ ジ ロ群 叢i

(Pinus  densiflora x P. Thunbergii = Dicranopteris glauca) Association

本群叢は鬼 ケ浦、 生 ケ谷、 上 ノ山、大倉團地の大部分 を占め(植 生圖参照)上 木

としては アイグ ロマツ最 も多 く、 殆ん ど純林状 を呈 し之等の下部 にはク ロキ、 リヨ

ゥブ、 ク ロガネ毛チ、ネズ ミ毛チ、ハ マクサギ、 エゴノ キ等の潤葉樹散生 し、 更に

之等の下部 には ウラジロ最 も優勢なる型な り。 本群叢は 自然に放置するごきは中商

を占む る潤葉樹並 に 更に侵 入す る好蔭性 の樹種の繁茂 ご共 に 漸次暖地 固有 の シ ヒ、

タブ等を主 こす る群叢に推移 するは他所 に於 け る多 くの例 に徴 しても明かな う。 叉

演習林 内にて松茸 を産する林は本群叢に限 られ るが如し。

2.ア イグロマ ツー コシダ群叢

(Pinus densiflora x  P. Thunbergii — Dicranopteris dichotoma) Association
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本 群 叢 は鬼 ケ浦、 生 ケ谷 、 大倉 、上 ノ山 の四團地 の比 較的 乾燥 す る峯 遥 列;散 在

的 に現 は る(植 生 圖参 照)。

上 木 とし ては ア1グ ロマ ツ最 も優i勢 にし てネヅ ミサ シ、 ピサ カ キ、 ク ロキ、 シ ヤ

シヤ ンポ、 ネヂ キ、 ナ ツハ ゼ、 ヤマモ モ、 ヤブハ ギ等 散生 すれ ども共 に 生 長不 良

に して庭木状 を呈 す る もの 多 し。 本 群叢 は多 く上 記 アイグnマ ツー一ウ ラ ジロ群 叢iに

推移 す る場合 多 く、 往 々 ウラジ ロ、 コシダ混 生 し梢 々明か な る推移 帯 を示せ る箇所

あ り。 コシダは ウ ラジ ロに比 し耐蔭性 小 な るが 如 く林 内梢 々鬱閉 す るご きは漸 次生

育 悪化 し漸 次 ウ ラジ ロに よ り置 換せ らる ゝが 如 し。

3・ コナ ラsア ラカ シー アヲ キ、ホ ソバ カ ナ ワラ ピ群 叢

 Quercus serrata _ Aucuba japonica 
Quercus glauca Polystichum aristatum

Association

本 群 叢は新 建 團地 の下部 及荒 平 團地 に見 られ(植 生 圖参 照)、 上木 として は ア ラカ

シ、 コナ ラ最 も優 勢 にして ヤ ブニク ケイ、 ノグルレミ、 エ ノ キ、 シ ロダ 毛、 タブ、 カ

ゴ ノ キ等 之 に亜 ぎ、 下部 には アヲキ最 も優 勢 に し て ピサ カキ、 ネズ ミモチ等 之 に亜

ぎ、 之等 の 下部 には下 草 少 く只 ホ ソバ カナ ワラ ビ散生 す る型 な り。

コナ ラ、 ア カ ガ シ

二ウラ ジ ロガ シ

ノ グ ルシ ミ、 イ ヌ シ デ

フユ イ チ ゴ

ホ ソバ カ ナ ワ ラ ゼ

'g
UercuSSerrata

(⊇uercusacutaRubu§Buergeri

(⊇uercusstenophylla-

PlatycaryastrobiaceaI)01ystichumaristatum

CarpinusTschonoskii

群叢

Association

本 群叢 は新建 團地 に於 け る 上 記群 叢 の上方 に現 はれ両者 の間 に判 然た る区 劃 を設

け る こと困難 な るも大約 四百五十米 附近 にては梢 々区 別 し得 るが如 し(植 生 圖参 照)。

上木 としては アカ ガ シ、 コ ナラ、 ウ ラジ ロガシ、 イヌ シデ、 ノ グルンミ優 勢 に して ヤ

ブ ニク ケイ、 シロダ モ、 シナノ ガ キ、 カ ナクギ ノ キ、 タ ブ、 コ ジ ヒ、 ク アノ ミヅ キ、

イイギ リ、 アイグ ロマ ッ之 に亜 ぐO之 等 の下 部 に は ツ2"キ 、 ヒサ カ キ最 も多 くア ヲ

キ、 ヤブ ムラサ キ、 イヅ セ ン リヤ ウ、 シキ ミ等 之 に亜 ぎ、 下 部 には殆 ん ど下 草 を欠

ぎ只 フユ イチ ゴ、 ホ ソバ カナ ワラ ビ等散 生 す るに過 ぎず 。


